	場所に応じた留意事項
発生時の危機管理

	場所
	留意事項
	対応の例

	理科室
	・ガラス戸棚から離れる
・薬品から離れる
・火を使っている場合は火を消す
	
・教室中央に集まる
・机の下にもぐる

	調理室
	・ガラス戸棚から離れる
・火を使っている場合は火を消す
・熱湯などから身を守る
・包丁をシンクの中に入れる
	

	音楽室
	・ピアノや木琴など大きな楽器から離れる
・スピーカーの落下から身を守る
	

	コンピュータ室
	・パソコンの落下から身を守る
[bookmark: _GoBack]・床置き型プリンタの移動から身を守る
	

	図書室
	・書架から離れる
	

	図工（美術）室
	・電動工具を止める
・刃物を使っている場合は片付ける
	

	技術室
	・電動工具を止める
・刃物を使っている場合は片付ける
・大型機械から離れる
	

	体育館
	・体育器具（跳び箱やネット支柱など）から離れる
・照明の落下から身を守る
	・低い姿勢をとる
（だんごむしのポーズ）

・周囲に何もない場所の中央に集まる

	運動場
	・フェンスや遊具から離れる
	

	プール
	・プールの縁につかまる
・プールからあがる
	

	廊下・階段
	・窓，壁から離れる
・照明の落下から身を守る
	

	校外での活動中
登下校中
始業前
休日
	・「落ちてこない」，「倒れてこない」，「移動してこない」場所で身を守る
・移動が困難な時は，低い姿勢をとる（だんごむしのポーズ）
・頭部保護に努める（ランドセル，カバン類）



